
古文学習のアポリアの向こう側
『平家物語』テキストと学習者との出会い一

村山太郎

学習者は，古典テキストを読解する際に自分の感じ方やいかにも古文らしい展開などを外から持ち込

んで読もうとする。理解するのが難しい現実に直面したときに私たちのしてしまう自然な理解の仕方

ではあるが，その時に無かったことにされる古典テキストの側の叙述の中には，大切なものももちろ

んある。本稿は，この見落とされがちな大切なものと学習者とをいかに授業空間で取り結んでいくか

を課題とし応答しようとするものである。

1 . はじめに

古典テキストも含めて，理解するのに難しい現実と

出会ったときの私たちの心の内では，これはどういう

ことなのだろうかという問いが立ち上がるとともに，

以下の作業がきっと観察されるはずだ。

われわれがなにかの問題に取り組み，それを注意

深く考察しはじめるやいなや，われわれの内言（と

きに，ひとりきりで，声に出されたものであるこ

とば）は，間い・答え・主張• その後の否定とい

う形態をとる。つまりは，われわれのことばは，
レプリカ

大小さまざまの個々の応答に分かれており，対

話的形態をとっているのである。／この対話的形

態がもっとも明らかにあらわれるのは，われわれ

がなんらかの決断をしなければならないときであ

る。われわれは揺れ動く。どうふるまうのが最適

なのかわからない。われわれは自分自身と議論し，

なんらかの決定の正当性を自分にたいして説得し

はじめる。意識はあたかも，互いに矛盾する二つ

の独立した声に分かれているかのようである。／

そして，つねに，これらの声のうちの一方は，わ

れわれの意志や意識とは独立して，われわれが所

属する階級の見解や意見，評価と融合する。第二

の声はつねに，われわれの階級のもっとも典型的

かつもっとも理想的な代表の声となるのだ。（ミ

ハイル・バフチン 小林潔訳「芸術の言葉の文体

論第1I章発話の構成」『バフチン言語論入門』，

せりか書房 (2002/8))

「所属の階級」で流通する「もっとも典型的かつも

っとも理想的な代表の声」と私の決定との校合作業。

理解するのに難しい現実と出会ったときに私たちの

「内言」（＝心の内）に観察される作業とはこのこと

である。

大切なのは，この校合作業で私の決定に力を与える

のは，「所属の階級」で流通する「もっとも典型的か

つもっとも理想的な代表の声」であるという点である。

マルクス主義に配慮しながら言葉を選ぶバフチンは

「所属の階級」と表現しているが，これは時代や文化，

社会という言葉に置き換えた方が我々には通じやすい

ところだろう。また，「もっとも典型的かつもっとも

理想的な代表の声」は同時代に流通する類型や典型，

枠組といっても差し支えないだろう。そのように，少

し我々の側にバフチンを引きつけて読めば，如上の用

例は我々の生きる今の時点のここに流通する類型や典

型，枠組を参照することで，我々は自身の決定の妥当

性を確認している。そうしたことを教えてくれるので

ある。

2 テキストの側にある現実

以上のように私たちの認識一般を粗描しておこう。

これはあまりに図式的で雑駁な議論と受け取る向きも

あろうが，かかる概観をまず述べたのは古典テキスト

と私たちが出会ったときに散見される出来事をよく説

明してくれると思ったからである。例えば，その一例

として古典テキストを読み引用することで作られた現

代の作品を挙げてみよう。その作品とは，『平家物語』

「木曾最期」に取材しリ・メイクしたNHK大河ドラ

マ『義経』（注 1) のことで，それは本作品が木曾義

仲の最期を描く場面に見える。

周知の通り，上記の大河ドラマが取材する『平家物

語』での木曾義仲は，「日本国に二人の将軍と言はれ

ばや」との大望を抱き源頼朝挙兵に呼応して信濃の国

から平家追討の軍を進め（「廻文」），連戦連勝を重ね

（「横田河原合戦」）北陸道を通って都に入ることで平

家を追い落とし，「朝日将軍」の職を拝命するに至る。
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